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真
の
友
と
と
も
に 

ー 

大
原
孫 ま

ご

三 さ

ぶ

郎 ろ

う 

ー 
 

白
壁
の
町
、
倉
敷
。
文
化
都
市
と
し
て
も
名
高
い
こ
の
町
の
中
心
に
大
原
美
術
館 

が
あ
る
。 

こ
の
美
術
館
の
設
立
者
、
大
原
孫ま

ご

三
郎

さ
ぶ
ろ
う

は
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
年
）
、
今 

の
倉
敷
市
に
生
ま
れ
た
。 

大
原
家
は
、
当
時
、
百
町
歩
を
超
え
る
土
地
を
所
有
す
る
地
主
で
あ
っ
た
が
、
こ 

の
後
、
大
き
な
紡
績

ぼ
う
せ
き

会
社
を
経
営
す
る
ほ
ど
の
財
産
家
と
な
っ
た
。 

兄
の
病
死
で
か
け
が
え
の
な
い
跡あ

と

継つ

ぎ
と
な
っ
た
孫
三
郎
は
、
自
由
気
ま
ま
で
、
わ
が
ま
ま
い
っ
ぱ
い
に
育
て
ら
れ
た
。
周
囲
か
ら
は

「
生な

ま

意
気

い

き

な
や
つ
」
と
言
わ
れ
、
少
年
時
代
の
孫
三
郎
は
、
心
を
許
し
合
え
る
友
達
が
い
な
か
っ
た
。 

  

十
六
歳
に
な
っ
た
孫
三
郎
は
、
父
親
の
反
対
も
あ
っ
た
が
、
家
族
の
説
得
に
よ
り
上
京
を
許
さ
れ
、
東
京
専
門
学
校
（
現
在
の
早
稲
田

わ

せ

だ

大
学
）
に
入
学
し
た
。
「
あ
の
大
原
の
息
子
」
と
い
う
特
別
な
視
線
か
ら
逃
れ
、
真
の
友
人
を
求
め
て
都
会
暮
ら
し
を
始
め
た
の
だ
。
し

か
し
、
そ
の
新
し
い
生
活
も
一
年
と
は
続
か
な
か
っ
た
。
彼
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
悪
友
た
ち
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
孫
三
郎
の
生
活
は

乱
れ
、
多
額
の
借
金
を
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

  

事
情
を
知
っ
た
父
親
の
激
し
い
怒
り
を
受
け
、
倉
敷
へ
連
れ
戻も

ど

さ
れ
た
。
夜
汽
車
の
中
で
、
孫
三
郎
は
車
窓
を
流
れ
る
暗
闇

く
ら
や
み

を
ぼ
ん
や

り
と
見
つ
め
て
い
た
。 

（
大
変
な
過
ち
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
自
分
は
、
い
っ
た
い
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
。
） 

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
年
）
七
月
、
失
意
の
孫
三
郎
に
一
大
転
機
が
訪
れ
た
。
人
に
誘
わ
れ
て
行
っ
た
岡
山
孤こ

児じ

院い
ん

の
慈じ

善ぜ
ん

音
楽

大
原
家
…
父
親
は
倉
敷
紡

績
社
長
の
大
原
孝
四
郎

こ

う

し

ろ

う

。
大

原
家
は
、
明
治
末
期
頃
に
約

五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超

え
る
土
地
を
所
有
す
る
大

地
主
。 

孤
児
院
…
両
親
に
死
別
す

る
な
ど
し
て
、
頼
れ
る
人

が
い
な
く
な
っ
た
子
供
を

養
育
す
る
施
設
。 

百
町
歩
…
約
一
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
。 
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会
で
、
院
長
の
石
井
十
次

じ
ゅ
う
じ

に
出
会
っ
た
の
だ
。
自
分
の
全
て
を
か
け
て
孤
児
の
救
済
と
教
育
の
た
め
に
走
り
回
る
十
次
の
姿
に
、
孫
三

郎
は
身
が
震ふ

る

え
る
の
を
感
じ
た
。 

（
こ
ん
な
人
が
い
る
の
だ
、
こ
ん
な
生
き
方
が
あ
っ
た
の
だ
…
…
。
） 

そ
し
て
、
孫
三
郎
と
十
次
と
の
交
友
が
始
ま
っ
た
。
良
い
本
を
読
む
よ
う
に
、
日
記
を
つ
け
る
よ
う
に
と
十
次
は
親し

ん

身み

に
な
っ
て
孫

三
郎
に
忠
告
し
た
。
孫
三
郎
も
ま
た
、
毎
日
が
悪
戦
苦
闘
の
孤
児
院
経
営
に
つ
い
て
、
十
次
の
相
談
相
手
と
な
っ
た
。
孤
児
院
の
一
室

で
深
夜
ま
で
語
り
合
い
な
が
ら
、
孫
三
郎
は
自
分
と
い
う
人
間
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
た
。 

  

十
次
の
強
い
影
響
を
受
け
、
人
の
た
め
に
、
社
会
の
た
め
に
、
自
分
の
生
涯

し
ょ
う
が
い

と
財
産
と
を
捧

さ
さ
げ

げ
よ
う
と
考
え
た
孫
三
郎
は
、
一
時
は

千
二
百
人
も
の
子
ど
も
を
抱
え
て
い
た
岡
山
孤
児
院
へ
の
資
金
援
助
を
手
始
め
に
、
次
々
と
社
会
事
業
を
手
が
け
て
い
っ
た
。 

同
じ
こ
ろ
、
孫
三
郎
は
児
島
虎と

ら

次
郎

じ

ろ

う

と
い
う
若
い
画
家
と
出
会
っ
た
。
虎
次
郎
は
孫
三
郎
の
一
歳
年
下
で
、
家
業
の
か
た
わ
ら
絵
の
道

を
志
し
、
単
身
東
京
で
勉
強
を
続
け
る
苦
学
生
だ
っ
た
。
虎
次
郎
は
、
画
家
と
し
て
生
き
て
い
く
決
意
を
と
つ
と
つ
と
話
し
、
そ
の
ひ

た
む
き
な
情
熱
と
純
粋
な
人
柄
は
孫
三
郎
の
胸
を
打
っ
た
。 

（
こ
こ
に
も
、
す
ば
ら
し
い
人
が
い
た
。
虎
次
郎
さ
ん
は
誠
実
で
、
信
頼
で
き
る
人
だ
。
こ
の
人
と
友
達
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
彼
の

才
能
を
伸
ば
す
手
伝
い
が
し
た
い
。
） 

孫
三
郎
は
、
虎
次
郎
を
物
心

ぶ
っ
し
ん

両
面

り
ょ
う
め
ん

に
わ
た
っ
て
援
助
し
、
虎
次
郎
も
ま
た
孫
三
郎
の
期
待
に
こ
た
え
よ
う
と
創
作
に
打
ち
込
ん
だ
。

孫
三
郎
の
紹
介
で
、
十
次
と
出
会
っ
た
虎
次
郎
は
、
岡
山
孤
児
院
に
寄
宿
し
て
、
昼
は
子
ど
も
た
ち
を
モ
デ
ル
に
筆
を
と
り
、
夜
は
孫
三

郎
や
十
次
と
共
に
語
り
明
か
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）
、
孤
児
院
で
の
情
景
を
描
い
た
虎
次
郎
の
絵
は
、
東
京
勧
業

か
ん
ぎ
ょ
う

博
覧
会

は
く
ら
ん
か
い

美
術
展
で
一
等
賞
を
取
っ
た
。

自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
ん
だ
孫
三
郎
は
、
さ
ら
に
本
場
で
学
ん
で
ほ
し
い
と
、
彼
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
送
り
出
し
た
。 

虎
次
郎
と
の
出
会
い
…
こ

の
年
、
東
京
美
術
学
校
に

入
学
し
た
虎
次
郎
が
応
募

し
た
奨
学
生

し
ょ
う
が
く
せ
い

の
面
接
が
、

二
人
の
出
会
い
だ
っ
た
。

孫
三
郎
は
、
郷
土
出
身
の

有
望
な
若
者
を
援
助
し
よ

う
と
「
大
原
奨
学
会
」
を
設

立
し
て
い
た
。 

一
等
賞
…
こ
の
美
術
展
で

一
等
賞
を
取
り
、
宮
内

く

な

い

省

御
買
上

お
か
い
あ
げ

と
な
っ
た
「
な
さ

け
の
庭
」
は
、
虎
次
郎
が
岡

山
孤
児
院
に
住
み
込
ん

で
、
そ
の
情
景
を
描
い
た

も
の
で
あ
る 
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虎
次
郎
は
、
多
く
の
画
家
と
の
交
流
を
通
し
て
多
く
の
も
の
を
学
び
、
創
作
活
動
に
邁
進

ま
い
し
ん

し
た
。
ベ
ル
ギ
ー
の
美
術
学
校
を
首
席
で

卒
業
し
た
の
ち
に
帰
国
し
た
。
し
か
し
、
虎
次
郎
の
よ
う
な
大
器
を
日
本
の
中
に
埋う

も
れ
さ
せ
る
の
は
惜お

し
い
と
考
え
た
孫
三
郎
は
、

朝
鮮
・
中
国
へ
の
旅
行
を
、
ま
た
二
度
目
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
勧す

す

め
た
。
期
待
ど
お
り
、
虎
次
郎
は
日
本
人
と
し
て
初
め
て
サ
ロ
ン
・

ソ
シ
エ
テ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
正
会
員
に
な
り
、
パ
リ
で
最
も
認
め
ら
れ
た
日
本
人
に
な
っ
た
。 

そ
ん
な
あ
る
日
、
孫
三
郎
の
元
に
、
虎
次
郎
か
ら
思
い
が
け
な
い
手
紙
が
届
い
た
。
「
若
い
画
家
た
ち
の
勉
強
の
た
め
に
、
日
本
の
芸

術
界
の
た
め
に
、
西
洋
の
近
代
名
画
を
日
本
で
見
る
機
会
を
作
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
本
物
の
絵
を
少
し
で
も
多
く
日
本
に
買
っ
て

帰
り
た
い
。
孫
三
郎
さ
ん
、
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

当
時
は
、
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
金
持
ち
の
道
楽
と
思
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
景
気
で
、
孫
三
郎
の

事
業
の
経
営
状
態
は
大
変
厳
し
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
留
学
の
目
的
は
、
虎
次
郎
自
身
の
絵
の
勉
強
の
た
め
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。 

（
虎
次
郎
さ
ん
、
洋
画
の
収
集
は
そ
ん
な
に
も
意
義
あ
る
こ
と
な
の
か
。
） 

何
通
に
も
お
よ
ぶ
懇
願

こ
ん
が
ん

の
手
紙
を
前
に
、
孫
三
郎
は
悩
ん
だ
。 

 

八
か
月
後
、
迷
っ
た
末
に
孫
三
郎
は
洋
画
購
入
を
認
め
る
電
報
を
打
ち
、
そ
の
費
用
を
送 

っ
た
。 

（
私
に
は
絵
の
価
値
は
十
分
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
虎
次
郎
さ
ん
は
、
優
れ
た
洋
画
が 

必
ず
や
日
本
美
術
教
育
の
た
め
に
、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
そ 

し
て
彼
は
、
私
な
ら
そ
の
考
え
を
理
解
す
る
は
ず
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
私
も
、
彼
の
信 

念
と
情
熱
を
信
じ
よ
う
。
） 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
年
）
、
虎
次
郎
は
ア
ト
リ
エ
で
倒た

お

れ
、
四
十
七
歳
の
短
い
生
涯

し
ょ
う
が
い 

虎次郎からの手紙を前に思案に暮れる孫三郎 

サ
ロ
ン
・
ソ
シ
エ
テ
・
ナ

シ
ョ
ナ
ル
…
一
八
六
二

年
に
創
設
さ
れ
た
フ
ラ

ン
ス
の
美
術
団
体
。
フ
ラ

ン
ス
美
術
の
中
核
を
支

え
て
い
た
。 
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を
閉
じ
た
。 

そ
し
て
翌
年
、
虎
次
郎
の
遺
志
を
継
い
だ
孫
三
郎
の
手
に
よ
っ
て
、
大
原
美
術
館
は
開
館
し
た
。 

「
虎
次
郎
さ
ん
、
や
っ
と
で
き
た
よ
、
日
本
で
最
初
の
洋
画
の
美
術
館
が
。
私
た
ち
の
願
い
が
つ
ま
っ
た
美
術
館
じ
ゃ
。
そ
し
て
、
君
が

望
ん
だ
よ
う
に
、
こ
の
倉
敷
を
、
き
っ
と
文
化
の
中
心
地
に
し
て
み
せ
る
よ
。
」 

  

そ
れ
か
ら
九
十
年
、
「
友
情
」
と
い
う
固
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
た
二
人
の
生
き
ざ
ま
を
見
つ
め
て
き
た
名
画
の
数
々
は
、
今
日
も
「
世

界
の
オ
オ
ハ
ラ
」
の
壁
を
飾
っ
て
い
る
。 

   

 

 

児
島
虎
次
郎
略
年
譜 

一
八
八
一 

高
梁
市
成
羽
町
に
生
ま
れ
る
。 

一
九
〇
一 

絵
を
学
ぶ
た
め
に
東
京
に
出
る
。 

一
九
〇
二 

東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
に
入
学
す
る
。 

一
九
〇
四 

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
す
る
。 

一
九
〇
八 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
す
る
。 

一
九
一
二 

ベ
ル
ギ
ー
の
ゲ
ン
ト
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
を
首
席
で
卒
業
す
る
。 

一
九
一
三 

石
井
十
次
の
長
女
友 と

も

子 こ

と
孫
三
郎
の
媒
酌

ば
い
し
ゃ
く

で
結
婚
す
る
。 

一
九
二
〇 

サ
ロ
ン
・
ソ
シ
エ
テ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
日
本
人
初
の
正
会
員
に
な
る
。 

同
年 

 

モ
ネ
の
「
睡
蓮

す
い

れ
ん

」
の
買
い
付
け
に
成
功
す
る
。 

一
九
二
二 

エ
ル
・
グ
レ
コ
の
「
受
胎

じ
ゅ

た
い

告
知

こ

く

ち

」
の
買
い
付
け
に
成
功
す
る
。 

一
九
二
九 
虎
次
郎
没
す
る
。 

大
原
孫
三
郎
略
年
譜 

一
八
八
〇 

 

倉
敷
市
に
生
ま
れ
る
。 

一
八
九
七 

 

東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
に
入
学
す
る
。 

一
八
九
九 

石
井
十
次
と
出
会
う
。
大
原
奨
学
会

し
ょ
う
が
く
か
い

を
設
立
す
る
。 

一
九
〇
二 

児
島
虎
次
郎
と
出
会
う
。 

一
九
〇
六 

倉
敷
紡
績
社
長
と
倉
敷
銀
行
（
現
中
国
銀
行
）
頭
取

と
う

ど
り

に
就
任
す
る
。 

一
九
一
四 

大
原
奨
農
会

し
ょ
う
の
う
か
い

（
現
岡
山
大
学
内
）
を
設
立
す
る
。
石
井
十
次
没 ぼ

っ

す
る
。 

一
九
一
七 

石
井
記
念
愛
染

あ
い

ぜ
ん

園 え
ん(

貧
困
者
対
象
の
夜
学
校･

保
育
所)

を
設
立
す
る
。 

一
九
一
九 

大
原
社
会
問
題
研
究
所
（
現
法
政
大
学
内
）
を
設
立
す
る
。 

一
九
二
一 

倉
敷
労
働
科
学
研
究
所(

現
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所)

を
設
立
す
る
。 

一
九
二
三 

倉
紡

く
ら

ぼ
う

中
央
病
院
（
現
倉
敷
中
央
病
院
）
を
開
院
す
る
。 

一
九
二
六 

倉
敷
絹
織

け
ん
し
ょ
く

（
現
ク
ラ
レ
）
を
設
立
す
る
。 

一
九
三
〇 

大
原
美
術
館
を
開
館
す
る
。 

一
九
四
三 

孫
三
郎
没
す
る
。 
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１ 主題名  真の友情 〔Ｂ 友情、信頼〕 

 

２ ねらい 
  友情を深めていくために大切な気持ちを考えていく中で、互いに相手のことを理解し信じ合  

おうとする気持ちが大切なことに気付き、友達と互いに信頼し合い励まし合っていこうとする  
態度を養う。 

 

３ 主題設定の理由 

(1)内容項目について 

本時で取り上げる内容項目は、Ｂ 友情、信頼「友情の尊さを理解して心から信頼できる友達をもち、

互いに励まし合い、高め合うとともに、異性についての理解を深め、悩みや葛藤も経験しながら人間関

係を深めていくこと。」である。 

真の友情は、相手の人間的な成長と幸せを願い、互いに励まし合い、高め合い、協力を惜しまないと

いう平等で対等な関係である。友達を信頼するとは、相手を疑う余地がなく、いざという時に頼ること

ができると信じて、全面的に依頼しようとする気持ちをもつことであると考えている。 

第２学年では、友情は人間にとってその人生を豊かにするかけがえのないものであることを理解させ、

ともに支え合い励まし合っていこうとする態度を養っていきたい。 

 

(2)生徒の実態について 

本学級の生徒は、人間関係が固定化したり、一緒にいて楽しいから行動を共にしたりする傾向が

見られる。本当に心を許し合える友達を求めてはいるが、その反面、特定の人間関係に固執したり、

相手に安易に同調したり、もしくは自分が傷つくことを恐れて距離をおいた関係を保って付き合っ

たりしている。また、深く考えず自分と違うところを批判したり、お互いのためにならないことを

してしまったりする生徒もいる。 

そこで、真の友情や友情の尊さについて理解を深め、自分を取りまく友達との友情をより一層大

切にする態度を育てたい。 

 

(3)教材について 

本教材は、財閥の家に生まれた大原孫三郎が、人間関係に挫折しながら、真の友情を求め、石井十次

や児島虎次郎との出会いを通して、真の友を得て、大原美術館の設立に至った話である。主人公で

ある大原孫三郎が人間関係の悩みや葛藤を乗り越え、信頼と友情という強い絆で結びついた虎次郎

との関係から、友情とは相手を心から信頼し、お互いを尊重し合うことが大切であることに気付か

せたい。 

 

４ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 他の教育活動との関連 

   美術科（鑑賞）、社会科〔歴史的分野〕（近代） 

岡山県道徳教育郷土資料集(中学校) 指導案 「真の友とともに」 大原孫三郎 

真
の
友
と
と
も
に 

― 

大
原
孫
三
郎 

―
 

め
あ
て 

友
情
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
、 

ど
ん
な
気
持
ち
が
大
切
な
の
か
考
え
よ
う
。 

 

○手紙をもらった時 

の気持ちは 

○友情を深めるために 

大切な気持ちは 

気持ちは 

 

○手紙を送ってい 

る時の気持ちは 

児島 

虎次郎 

の写真 

・
日
本
の
人
に
本
物
の
絵
を
見
て
ほ 

し
い
。 

・
日
本
の
美
術
教
育
に
役
立
て
た
い
。 

・
孫
三
郎
な
ら
わ
か
っ
て
く
れ
る
。 

・
孫
三
郎
を
信
じ
て
い
た
。 

・
留
学
に
専
念
し
て
ほ
し
い
。 

・
今
は
そ
ん
な
大
金
は
出
せ
な
い
。 

・
も
っ
と
有
益
な
も
の
に
使
い
た
い
。 

・
虎
次
郎
は
よ
い
絵
を
見
る
機
会
を 

つ
く
っ
て
く
れ
る
。 

・
日
本
の
た
め
に
役
立
て
て
く
れ
る
。 

・
虎
次
郎
の
思
い
に
応
え
た
い
。 

・
虎
次
郎
の
た
め
に
で
き
る
だ
け
の 

こ
と
を
し
よ
う
。 

・
虎
次
郎
は
信
じ
ら
れ
る
人
間
だ
。 

・
虎
次
郎
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を 

し
よ
う
。 

・
友
を
信
じ
な
く
て
ど
う
す
る
ん
だ
。 

○
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
生
か
し
て 

い
き
た
い
こ
と 

・
お
互
い
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
理 

解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
。 

・
相
手
を
心
か
ら
信
じ
よ
う
と
す
る 

気
持
ち
。 

・
相
手
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
す
る 

気
持
ち
。 

・
相
手
が
望
む
こ
と
を
し
た
い
と
い 

う
気
持
ち
。 

大 原 孫
三 郎 の
写真 
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６ 学習指導過程                        ○は基本発問 ◎は中心発問 

学習活動 主な発問と生徒の反応 指導上の留意点 

１ 友達関係につい

て考え、本時のめ

あてをつかむ。 

 

 

 

 

２ 教材「真の友と

ともに」を読んで

話し合う。 

 

(1)手紙を送った虎

次郎の気持ち 

 

 

 

 

(2)手紙を受け取っ

た孫三郎の気持

ち 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)友情を深めるた

めに大切な気持

ち 

 

 

 

３ これまでの自分

について振り返

る。 

 

４ まとめをする。 

○ 友達と気持ちが通じ合ってよかったなと思

ったことがあるか。 

○ 友達関係で悩んだことはあるか。それは、ど

んなことか。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 虎次郎は、どんなことを考えて孫三郎に何通

もの懇願の手紙を送ったのだろう。 

 ・日本の人にもぜひ本物の絵を見てほしい。 

・日本の美術教育のために役立てたい。 

・孫三郎なら気持ちを分かってくれる。 

・孫三郎のことを信じていた。 

◎ 虎次郎からの手紙を受け取った孫三郎はど

んなことを考えていたのだろう。 

 ・今は留学に専念してほしい。 

・そんなお金を出せる余裕はない。 

・もっと有益なものにお金が使えるのでは。 

・虎次郎はよい絵を見る機会をつくってくれ

る。 

・購入した絵を日本のために役立ててくれる。 

・虎次郎の思いに応えたい。 

・虎次郎の情熱を無駄にしたくない。 

・虎次郎のためにできるだけのことをしよう。 

○ ２人の生き方から、友情を深めていくにはど

んな気持ちが大切だろう。 

 ・お互いが考えていることを理解しようとする

気持ち。 

 ・相手を心から信じようとする気持ち。 

 ・相手の期待に応えようとする気持ち。 

○ 自分の友達関係を振り返り、２人の生き方をこ

れからの自分にどのように生かしていきたいか

書こう。 

 

○ 先人の友情についての言葉を聞こう。 

・友達関係に関するアンケー

トの結果を簡単に紹介し、

生徒が学習課題をとらえや

すくする。 

 

 

 

・教材の導入時に、２人の写

真を示しながら概要を説明

し学習に見通しをもたせ

る。 

・あきらめずに手紙を送った

ことから、虎次郎の孫三郎

を信じる気持ちを押さえ

る。 

 

 

・グループで話し合う時間を

取った後、全体で共有する。 

・生徒の発言に対して問い返

し、考えを深めさせる。 

・高額な資金がかかっても、

購入を認めたことから、孫

三郎の虎次郎への揺るがな

い友情と信頼について考え

させる。 

 

 

・これまで話し合ってきたこ

とをもとに、友達とは互い

に理解し信じ合う関係であ

ることをおさえるようにす

る。 

 

・自分のこれまでの友達関係

を頭に描きながら、今の自

分にどう生かすか考えさせ

る。 

・先人の言葉を通して、実践

への意欲を高めることがで

きるようにする。 

評価の視点 

・ グループでの話し合いなどを通して多様な考えを出し合い、互いに相手のこ

とを理解し信じ合おうとする気持ちの大切さに気付くことができたか。 

・ 自分の友達とのかかわり方を振り返り、互いに信頼し励まし合っていこうと

する意欲を高めることができたか。 

 

 

友情を深めていくためにはどんな気持ちが大切なのか考えよう。 
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７ 参考資料 

(1)大原孫三郎の手がけた主な社会事業 

(ア)大原奨農会（現「岡山大学資源植物科学研究所」） 

孫三郎は、米の品種改良と農業技術の向上を図り、また小作農に対しては、技術指導員を派遣

するなどして、自作農への自立を促そうとした。大原奨農会は、１９１４年、農業の科学的研究

と農業改良のために設立され、１９２８年、大原農業研究所と改称された。ここでの研究が、岡

山名産の白桃やマスカットを生むこととなる。 

 

(イ)大原社会問題研究所（現「法政大学大原社会問題研究所」） 

石井十次の死後、その事業を継承した孫三郎は、「救貧より防貧」との思いに至り、貧困の原因

を科学的に究明し、その解決策を見出そうと、１９１９年、大阪市に設立した。前身は、石井記念

愛染園内の救済事業研究室であった。 

 

(ウ)倉敷労働科学研究所（現「日本労働科学研究所」） 

孫三郎は経営者でありながら、倉紡万寿工場内に、労働問題の研究施設を作った。工場内の労働        

衛生や保健管理の改善を目的とした研究から、女子工員の深夜労働の撤廃や就労年齢の引き上げ

など、戦後の「労働基準法」のベースとなる多くの提案がなされた。１９３７年、日本学術振興会

に寄附されて東京に移転。現在も神奈川県川崎市に存続。 

 

(エ)倉紡中央病院（現「倉敷中央病院」） 

倉敷紡績従業員約一万人とその家族のみならず、広く一般にも開放された。個室の使用を料金で 

なく病気の軽重で振り分けたり、従業員や患者への差し入れや贈り物を禁止したりなど、平等主義

で治療本位を経営方針とし、東洋一の理想的な総合病院を目指した。 

 

(オ)その他 

孫三郎の他の社会事業としては、資料にある「大原奨学会」の設立や石井十次の事業への援助と

継承に加えて、中央の一流講師による「倉敷日曜講演会」の開催、倉敷商業補習学校（現「倉敷商

業高校」）の開校、倉紡の保育所を一般開放した「若竹の園」の設立、ヨーロッパの学術図書の購

入と図書館設立など枚挙にいとまがない。 
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(2)大原美術館周辺地図（大原孫三郎ゆかりの施設等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)参考文献等 

   ・『大原孫三郎傳』大原孫三郎傳刊行会 

   ・『大原美術館ロマン紀行』今村新三（日本文教出版） 

   ・『わしの眼は十年先が見える：大原孫三郎の生涯』城山三郎（飛鳥新社） 

   ・『夢かける 大原美術館の軌跡』（山陽新聞社） 

   ・『兒島虎次郎略伝』兒島直平（兒島虎次郎伝記編纂室） 

   ・「クラレスペシャル『世のために描く光と夢』～大原孫三郎と児島虎次郎の絆～」 

（テレビせとうち） 

・大原美術館ホームページ https://www.ohara.or.jp 


